
 

 

イノベーション創出基盤 

 

⑩呉自社商品開発協議会 

「自社商品開発と事業化にかける 120 社が集う、広島県呉地域の異業種交流団体の成長と挑

戦」（2016 年一般財団法人日本立地センター理事長賞） 

 

受賞理由：造船・鉄鋼等を中心とした製造業（重厚長大産業）が集積する地域の地域課題であ

る、大手企業依存の産業構造からの脱却のため、産学官連携による自社商品・技術の創出を支

援。同業・異業種・産官学交流による情報・技術の融合を促進し、事業化を推進するほか、地

域住民のアイデア等を試作により実現、事業化を目指す地域イベントにより、地域経済の活性

化に貢献している。 

 (実施者) 

呉自社商品開発協議会 

（事業の背景及び経緯） 

呉市は明治時代に第二海軍区鎮守府の開庁以来、「戦艦大和」建造など海軍工廠を中心に日本

一の造船技術の集積地であり、早くから和鋼を特殊鋼として応用する等先端的な鉄鋼研究の拠点

でもあった。戦後、それらの技術を引継ぎ造船・鉄鋼・パルプ・機械・金属などを中心とした臨

海工業都市として発展し、現在も多くの製造業（重厚長大産業）が集積する地域である。当該地

域の課題は、これらの産業のさらなる発展と新産業の創出である。とりわけ、産業構造を大手ユー

ザー依存型から自社商品・技術をもった自立型へ転換することである。そのため、(公財)くれ産

業振興センター(以下、KSSC)を事務局として、呉市周辺の企業が集まり、相互の情報や技術を融

合し、共同開発や自社開発により新たな技術、サービスを創造することで商品開発を推進し、企

業の活性化と発展を図るとともに、活動を通じて地域社会に貢献することを目的として 2000 年

12 月 76 社で設立した。 

 (事業内容) 

呉市及び周辺地域の企業・個人を会員とし、産学官連携を柱に自社商品・技術の創出を目的と

した次の事業を展開した。 

(全体会事業) 従来、会員企業の活性化と発展を期して、講演会や先進地視察、会員企業訪問、

産学官交流会などを実施してきた。2014 年度からは、「先進企画」・「環境・エネルギー企画」

・「少子高齢化・福祉企画」・「広報企画」の 4分野の企画と企画委員を配置し、ビジネス化に

直結する事業へ転換した。 

(グループ活動事業) 目的別に異業種グループを結成し、テーマごとに開発・試作・販路開拓等

を推進して、事業化を目指す。事業化に進むと実施主体を決めて、自社商品として世に発信す

る。会員全体及び KSSC で成功に向けた支援を行った。 

(成果) 

設立後 14 年の間にセミナー・講演会 37 回、見学会、産学官交流会 16 回を催し、活動したグ

ループは延べ 24 グループ（現在 6 グループ活動中）となっている。発足時と現在を比較すると、

会員数は 76 社（発足時）から 119 社（2015 年 8 月末現在）、補助金などの活用企業は数件/年か



 

 

ら 13 件/年以上(H23 年から 4 年間の平均)に増加している。「みんなの夢・アイディアコンテス

ト」の応募件数は、過去 5 年間で延べ 3,794 件、その内 9 件を試作し、事業化も 3 件なされた。 

累積の製品化例は 25 件以上、自社商品化例の一部として、「土嚢製造機」、「転倒防止靴下」、

「褥瘡防止マット」、「おんぶ紐」、「滑る座布団」、「脳外科手術用自在アームレスト」、「携帯用バー

ベキューコンロ(SUS)」、「訪問美容セット」、「訪問治療歯科機器セット」、「業務用爪ヤスリ」、「高

級・高機能理美容ハサミ(プロ用)」などあげられる。 

 

 (事業に取り組み苦労したこと) 

・ 異業種交流事業のため同業種の参加が促進しないとの危惧があり、商品開発に異業種協働の

必要性を説得したこと 

・ 商品開発を目指すプロジェクトチームを結成する際の実務の配分。特に、開発した製品の販

売に関する組織づくりをしたこと 

・ 本会活動で行う取組と、参加企業それぞれの営業品目との間に生じるギャップへの対応。事

業面で個々の企業の経営方針との整合性などの調整を説得したこと 

・ 会員ニーズの吸上げ。水産、福祉、医療、IoT、ものづくり、営業開発、新規事業開拓など幅

広で実施したこと 

・ 運営資金に制約があること。会費制で運営しているため、事業推進にかなりの資金を必要と

する場合には、補助金の活用を推進したこと 

(事業の成功要因) 

・ 国(中国経済産業局)・県・市など学官の全面的な支援協力と、会員企業が情熱をもってコミュ

ニケーションをとったこと 

・ KSSC の強力なバックアップに加え、官主導でなく、企業中心に民主導で運営してきたこと 

・ 定例・臨時の役員会議、企画会議（延べ 100 回以上）の活発な議論。其々の役割が明確で目

標があること 

・ グループ活動が活発で、円滑な運営により様々なアイディア・提案が実行されていること(グ

ループ会合は延べ 1,000 回以上） 

・ グループ活動、全体会事業を通じて多くの人、企業と繋がり、さらに学官金など多くのネッ

トワークが出来たこと 

・ 会員全体が自主性を持つようになり、学官を遠慮なく活用して、イノベーションを実行する

意識が定着したこと 

・ 異業種の交流が非常にうまくかみ合い、同業種同士も協力し合う協力関係が確立されている

こと 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

【受賞後の取組について】 

■全体会事業 

・ 総会及びイノベーションネットアワード受賞祝賀会開催：総会とその後の祝賀会(例年は交

流会)にて、受賞やその内容について報告した。総会直前に開催の「ものづくり講演会」(主

催:KSSC、共催:本会)では、一般財団法人日本立地センター 課長代理 有田氏に、「地域産業

支援プログラムから呉地域の可能性を探る」と題して、本会の取組に触れてご講演をいただ

いた。 

・ 広報企画：本会役員用名刺を作成し、広報活動も兼ねて使用している。 

・ 2016 みんなの夢・アイディアコンテスト開催：7 回目を開催した。貴重な提案から多くの商

品化・事業化を推進するため、グループによるより積極的な取り組み体制を検討中である。 

・ 環境・エネルギー企画：自然エネルギーの活用について、太陽光採光システムの試作を 2017

年 1 月に完成予定。一般家庭でも採用可能な安価なシステムを開発する。 

・ 少子高齢化・福祉企画：第 2 回シニアシミュレーション・体験セミナーを開催した。実体験

することにより、福祉用具等商品開発の発想力を高めることを目的に開催。課題を発見し、

商品化・実現化に向けて取り組む計画である。 

■グループ活動(トピックス) 

・ カキ生産グループ：海外技能実習生教育用のカキ打ち教材ビデオを製作した。「海外からの

実習生への説明が困難」と課題に挙がっていたものを、作業の様子や解説図をひとつの動画

にして、目で見てわかるものとした。カキ業者であるグループメンバをはじめ、呉市内漁協

や、県漁連、公設試などに配布。中国新聞にも取り上げられた。 

・ 医療・福祉環境・システム開発グループ：呉市内大病院との医工連携ものづくりを継続して

取組み、改良のための臨床試験等を経て商品化・事業化へ向けた取り組みを進めている。 

・ 検査装置グループ：一人暮らし高齢者見守りシステムの開発について、呉工業高等専門学校

の卒業研究テーマに採択され、協働研究・開発・会員家庭における実証を進めている。 

・ 新規事業開拓グループ：全体会事業における環境・エネルギー企画担当から提案された太陽

光採光システムの開発テーマを新規事業開拓として採用し、企画グループと連携してより安

価かつ簡単便利なシステムの開発に取り組み試作完了間近である。 

■他 

・ 呉市に対する内閣府ヒアリング調査に協力： 

「経済・財政一体改革に係る先進・優良事例選定プロジェクト現地ヒアリング」に協力し、本会

の取り組みを説明した。 

 


